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賃金が上がらない国― 日本は、世界でも特異な「賃金
が上がらない国」となっています。実質賃金は、1991年

から2022年にかけて、アメリカは1.48倍、イギリスは

1.46倍、フランスは1.33倍、ドイツは1.30倍になってい

ますが、日本は1.03倍と、この30年で先進国で唯一、
「賃金が上がらない国」となっています。 直近の10年
間でみると、実質賃金は増えるどころか、年間24万円も

減ってしまいました。1996年のピーク時からだと年間64

万円も減り、30年前の水準にまで落ち込みました。

政治の責任で賃上げと待遇改善を
人間を大切にする働き方への改革

日
本
共
産
党
が
９
月
２
９
日
に
発
表
し
た
３
０
年
に
お
よ
ぶ
経
済
停
滞
・暮
ら
し
の
困
難
を

打
開
す
る
た
め
の
「経
済
再
生
プ
ラ
ン
」
の

一
部
を
抜
粋
し
、
い
一紹
介
し
ま
す
。

物

価

上

昇

を

上

回

る

賃

上

げ

を

、

政

治

の

責

任

で
す

す

め

ま

す

●
最
低
賃
金
を
時
給
１
５

０
０
円
、
月
額

で
手
取
２

０
万
円
程
度
に
引
き
上
げ

ま
す
。
そ
の
カ
ギ
と
な
る

中
小
企
業

の
賃
上
げ

へ
の

直
接
支
援
を
１
０
兆
円
規

模
で
行
い
ま
す

今
年
改
定
さ
れ
た
最
低
賃

金
は
、
全
国
加
重
平
均
で
時

給
１
０
０
４
円
、
年
収
で
は

■
８
４
万
円
に
と
ど
ま
り
、

地
域

の
格
差
は
２
２
０
円
、

年
間
３
４
万
５
８
０
０
円
に

も
な
り
ま
す
。

最
低
賃
金
で
も
日
本
は
世

界
か
ら
大
き
く
遅
れ
、
ド
イ

ツ
（
１
９
２
３
円
）
、
イ
ギ
リ

ス
（
１
８
７
５
円
）
、
フ
ラ
ン

ス
（
■
７
８
５
円
）
の
５
～
６

割
程
度
で
、
韓
国
（１
０
８
４

円
）
に
も
抜
か
れ
ま
し
た
。

岸
田
首
相
は

「
２
０
３
０

年
代
半
ば
に
■
５
０
０
円
に
」

な
ど
１
０
年
先
ま
で
引
き
延

ば
す
姿
勢
で
す
。
ン
一れ
で
は

日
本

の
賃
金
は
、
ま
す
ま
す

世
界
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

―
―
中
小
企
業
の
賃
上
げ

ヘ

の
直
接
支
援
を
抜
本
的
に
強

化
し
て
、
時
給
■
５
０
０
円

に
引
き
上
げ
ま
す
。

―
―

地
方
格
差
を
な
く
し
、

全
国

一
律
最
賃
制
を
確
立
し

ま
す
。

●
大
企
業

の
内
部
留
保
に

時
限
的
に
課
税

し
て
、
大

企
業
も
、
中
小
企
業
も
賃

上
げ
を
促
進
し
ま
す

大
企
業
の
内
部
留
保
は
５

１
０
兆
円
に
も
な
り
、
ン
）
の

■
０
年
間
で
■
８
０
兆
円
近

く
も
増
え
ま
し
た
。
利
益
が

増
え
て
も
賃
上
げ
に
回
ら
ず

内
部
留
保
が
積
み
上
が
る

―
―

こ
の
ゆ
が
ん
だ
構
造
に

切
り
込
み
、
大
企
業
内
部
に

滞
留
す
る
巨
額
の
資
金
を
賃

上
げ
で
経
済
に
還
流
す
る
方

策
を
と
ら
な
け
れ
ば
、
長
期

の
賃
下
げ
と
経
済
停
滞
を
変

え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

（関
連
記
事

２
頁
に
続
く
）
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―
―
こ
の
■
０
年
間
に
大
企
業

が
増
や
し
た
内
部
留
保
額
に
対

し
て
、
毎
年
２
％
、
５
年
間

の

時
限
的
課
税
で
■
０
兆
円
の
財

源
を

つ
く
り
、
中
小
企
業

の
賃

上
げ
を
支
援
し
ま
す
。

―
―
大
企
業
の
内
部
留
保
課
税

に
あ
た

っ
て
は
、
任貝
上
げ
分
を

控
除
し
、
律貝
上
げ
す
れ
ば
課
税

さ
れ
な
い
仕
組
み
と
し
て
、
大

企
業
自
身
の
賃
上
げ
を
促
進
し

●

男

女

の
賃

金

格

差

を

是

正

し

、

賃

金

の
底

上

げ

を

は

か

り

ま

す

日
本
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
ギ
ヤ
ツ

プ
指
数
は
１
４
６
カ
国
中
１
２

５
位
と
世
界
で
も
圧
倒
的
に
遅

れ
た
国
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ

の
大
き
な
要
因
の

一
つ
に
、
年

収
で
２
４
０
万
円
、
生
涯
賃
金

で
は
１
億
円
近
く
も
の
大
き
な

男
女
賃
金
格
差
が
あ
り
ま
す
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ

（国
際
労
働
機
関
）

は

「デ

イ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク

（人
間
ら
し
い
労
働
）
の
核
心

は
ジ

エ
ン
ダ
ー
平
等
で
あ
る
」

（
２
０
０
９
年
総
会
）
と
位
置

づ
け
、
労
働
者

の
賃
金
や
権

利
、
社
会
保
護
な
ど
の
あ
ら
ゆ

る
労
働
問
題
は
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平

等
を
促
進
す
る
方
向
で
解
決
す

べ
き
だ
と
し
て
い
ま
す
。

女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
く

情
報
公
表
制
度
や
有
価
証
券
報

告
書
で
企
業
に
よ
る
男
女
賃
金

格
差

の
公
表
が
始
ま
り
ま
し

た
。
ジ

エ
ン
ダ
ー
平
等
を
求
め

る
世
論
と
運
動

の
成
果
で
す

が
、
格
差
是
正
に
向
け
た
第

一

歩
で
す
。
同

一
価
値
労
働
同

一

賃
金
の
原
則
を
徹
底
し
、
女
性

の
低
賃
金
を
な
く
し
、
男
女

賃
金
格
差
を
是
正
し
ま
す

―
―
企
業
ご
と
の
男
女
賃
金
格

差
の
公
開
を
徹
底
す
る
と
と
も

に
、
企
業
が
是
正
計
画
を
作

成

。公
表
し
、
そ
の
履
行
を
国

が
指
導
・督
励
す
る
仕
組
み
を

つ
く
り
賃
金
格
差
を
是
正
し
ま

す
。

‐―
―
賃
金
、
均
等
待
遇
を
労
働

法
で
明
文
化
し
ま
す
。

―
―
間
接
差
別
を
禁
止
し
、
雇

用
形
態
に
よ
る
差
別
や
低
賃
金

の
業
務
に
女
性
の
比
率
が
高
い

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
是
正
措

置
を
と
り
ま
す
。

「
過

労

死

」

を

う

み

だ

す

よ

う

な

長

時

間

労

働

を

な

く

し

ま

す

低
賃
金
の
非
正
規
雇
用
の
拡

大
と
同
時
に
、
労
働
時
間
の
「規

制
緩
和
」
も
繰
り
返
さ
れ
、
長
時

間
・過
密
労
働
が
強
化
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
「過
労
死
」
が
依
然

と
し
て
日
本
社
会
の
大
問
題
と

な

つ
て
い
ま
す
。
長
時
間
労
働

は
、
労
働
者

の
健
康
と
命
を
脅

か
す
と
と
も
に
、
家
族
的
責
任

を
果
た
す
こ
と
を
困
難
に
し
て

い
ま
す
。

―
―
残
業
時
間
の
上
限
を
「週

１
５
時
間
、
月
４
５
時
間
、
年

３
６
０
時
間
」
に
規
制
し
ま

す
。
現
状
は
、
「特
別
の
事
情
の

あ
る
場
合
」
に
「月
■
０
０
時

間
未
満
」
な
ど
と
「過
労
死
基

準
」
を
超
え
る
残
業
が
容
認
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
）
」う
し
た
規

定
を
撤
廃
し
、
残
業
時
間
の
上

限
を
順
守
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま

す
。
連
続
■
１
時
間
の
勤
務
間

イ
ン
タ
ー
バ
ル
規
制
を
制
度
化

し
ま
す
。

―
―
裁
量
労
働
制

の
抜
本
改

善
、
残
業
代
ゼ

ロ
制
度

（高
度

プ

ロ
フ

エ
ツ
シ
ヨ
ナ
ル
制
度
）

の
廃
止
、
名
ば
か
り
管
理
職
な

ど
、
長
時
間
労
働
の
「抜
け
穴
」
。

脱
法
行
為
を
な
く
し
ま
す
。

―
―
「サ
ー
ビ
ス
残
業
」
を
根
絶

す
る
た
め
に
、
実
労
働
時
間
を

正
確
に
把
握
・記
録
し
、違
法
が

発
覚
し
た
ら
残
業
代
を
２
倍
に

し
ま
す
。

職

場

か

ら

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

を

一
掃

し

ま

す

Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
、
労
働

の
世
界
に

お
け
る
暴
力
と

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
禁
止
す
る
法
律

の
制
定
を
各

国
政
府
に
求
め
る
、
省
フ
ス
メ

ン
ト
を
包
括
的
に
禁
止
す
る
条

約
を
採
択
し
ま
し
た

（
２
０
２

■
年
６
月
発
効
）
。
日
本
政
府
が

こ
の
条
約
を
批
准
し
、
雀
フ
ス

メ
ン
ト
禁
止
を
法
律
に
明
記
す

る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

日
本
共
産
党
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